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負
に
な
る
。

太
陽
電
池
モ
ジ
ュ
ー
ル
の
グ
ロ
ー

バ
ル
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
イ
ン
リ
ー
・

グ
リ
ー
ン
エ
ナ
ジ
ー
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
（
以
下
、
イ
ン
リ
ー
）。
そ
の
日

本
法
人
で
あ
る
イ
ン
リ
ー
ジ
ャ
パ
ン

は
、太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
販
売・

施
工
で
着
実
に
成
長
す
る
エ
コ
ス
タ

イ
ル
と
協
業
し
、
小
規
模
な
発
電
所

の
需
要
を
生
み
出
す
こ
と
で
太
陽
光

発
電
の
普
及
に
ま
い
進
し
て
い
る
。

「
私
た
ち
は
単
な
る
太
陽
電
池
モ
ジ

ュ
ー
ル
メ
ー
カ
ー
の
日
本
法
人
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
当
社
の
最
終
的
な
ミ

ッ
シ
ョ
ン
は
、
日
本
に
お
け
る
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
を
推
進
し
、

持
続
可
能
な
社
会
の
構
築
に
貢
献
す

る
こ
と
。
そ
の
点
で
、
エ
コ
ス
タ
イ

ル
さ
ん
の
事
業
の
方
向
性
と
合
致
し

ま
す
。
も
ち
ろ
ん
再
エ
ネ
の
普
及
を

業
界
に
は
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
ニ
ュ
ー
ス

が
多
い
が
、
イ
ン
リ
ー
・
グ
リ
ー
ン

エ
ナ
ジ
ー
ジ
ャ
パ
ン
（
以
下
、
イ
ン

リ
ー
ジ
ャ
パ
ン
）
も
エ
コ
ス
タ
イ
ル

も
全
く
悲
観
し
て
い
な
い
。

太
陽
光
バ
ブ
ル
崩
壊
”“
太
陽

光
関
連
企
業
の
倒
産
”
な
ど

加
速
さ
せ
る
た
め
に
は
、
お
客
さ
ま

＝
太
陽
光
発
電
所
の
オ
ー
ナ
ー
が“
も

う
か
る
”こ
と
が
必
要
で
あ
り
、経
済

性
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
そ
の
点
、
エ

コ
ス
タ
イ
ル
さ
ん
は
太
陽
光
投
資
と

い
う
分
野
で
、
お
客
さ
ま
に
利
益
を

約
束
す
る
強
み
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら

に
そ
の
利
益
を
外
資
系
企
業
や
大
企

業
で
は
な
く
個
人
や
地
域
が
得
る
こ

と
が
日
本
の
経
済
の
活
性
化
、
地
方

創
生
に
も
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま

す
」
と
語
る
の
は
イ
ン
リ
ー
ジ
ャ
パ

ン
の
山
本
譲
司
・
代
表
取
締
役
社
長
。

環
境
保
全
の
意
識
だ
け
で
は
再
エ
ネ

は
本
格
普
及
し
な
い
。
経
済
的
メ
リ

ッ
ト
が
あ
っ
て
初
め
て
需
要
が
生
ま

れ
、
結
果
的
に
普
及
が
実
現
す
る
。

エ
コ
ス
タ
イ
ル
の
提
案
す
る
太
陽

光
投
資
の
利
回
り
は
10
％
以
上
、
小

口
か
ら
投
資
で
き
る
太
陽
光
フ
ァ
ン

ド
で
も
５
％
以
上
提
示
、
高
利
回
り

で
の
“
発
電
年
金
”
と
し
て
人
気
を

誇
っ
て
い
る
。

エ
コ
ス
タ
イ
ル
が
数
あ
る
国
産
メ

ー
カ
ー
を
差
し
置
い
て
イ
ン
リ
ー
を

選
ぶ
の
は
、
世
界
90
カ
国
で
17
㌐
㍗

以
上
の
納
入
実
績
と
い
う
品
質
へ
の

信
頼
感
、
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
な
価
格
、

独
立
性
を
保
ち
き
め
細
か
い
サ
ポ
ー

ト
を
実
現
す
る
イ
ン
リ
ー
ジ
ャ
パ
ン

の
ス
ム
ー
ズ
な
対
応
だ
と
い
う
。

“
地
産
地
消
”

地
域
電
力
イ
ン
フ
ラ
の

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
挑
戦

「
将
来
に
わ
た
っ
て
、
持
続
可
能
な

社
会
の
実
現
に
貢
献
し
た
い
」
と
い

う
理
念
を
持
つ
エ
コ
ス
タ
イ
ル
が
見

据
え
て
い
る
の
は
、
２
０
３
０
年
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス（
電
源
構
成
）だ
。

経
済
産
業
省
の
長
期
エ
ネ
ル
ギ
ー

需
給
見
通
し
に
よ
れ
ば
、
２
０
３
０

年
度
に
想
定
さ
れ
る
総
発
電
電
力
量

に
占
め
る
再
エ
ネ
の
割
合
は
22
～
24

％
。
そ
の
中
で
太
陽
光
は
７
％
程
度
、

64
㌐
㍗
時
と
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
そ

の
電
源
構
成
に
は
、
稼
働
の
予
定
が

立
ち
づ
ら
い
原
子
力
が
20
～
22
％
程

度
占
め
る
た
め
、
太
陽
光
の
担
う
割

合
は
も
っ
と
増
え
る
は
ず
だ
と
い
う
。

エ
コ
ス
タ
イ
ル
の
木
下
公
貴
代
表

取
締
役
社
長
は
こ
う
説
明
す
る
。「
再

エ
ネ
の
内
訳
に
は
、
小
水
力
や
バ
イ

オ
マ
ス
、
風
力
、
地
熱
な
ど
も
あ
り
、

当
社
も
参
入
を
試
み
て
い
ま
す
が
、

日
本
の
風
土
や
環
境
を
考
え
る
と
、

い
ず
れ
も
障
壁
が
高
い
。
そ
の
点
、

太
陽
光
発
電
は
他
の
再
エ
ネ
に
比
べ

て
設
置
が
容
易
で
、
迅
速
に
結
果
が

出
る
。
そ
の
優
位
性
が
多
く
の
人
に

認
知
さ
れ
れ
ば
、
太
陽
光
で
１
０
０

２
０
１
２
年
７
月
の
Ｆ
Ｉ
Ｔ
（
固

定
価
格
買
取
制
度
）
の
ス
タ
ー
ト
か

ら
14
年
度
ま
で
、
32
～
42
円
／
㌔
㍗

時
と
い
う
世
界
的
に
見
て
も
割
高
な

買
取
単
価
設
定
も
あ
り
、
外
資
系
企

業
や
大
手
企
業
に
よ
る
、
再
エ
ネ
普

及
よ
り
も
投
資
利
回
り
を
第
１
目
的

と
し
た
市
場
が
生

ま
れ
、“
メ
ガ
ソ

ー
ラ
ー
”
と
呼
ば

れ
る
大
規
模
な
開

発
を
伴
う
太
陽
光

発
電
所
建
設
が
相

次
ぎ
“
バ
ブ
ル
”

と
呼
ば
れ
る
市
場

を
形
成
し
た
。
当

然
、
日
本
の
国
土

は
小
さ
い
上
に
山

地
が
多
く
、
買
取

単
価
の
下
落
（
17

電
網
を
使
わ
な
い
“
分
散
型
電
源
”

の
強
み
が
生
き
て
き
ま
す
。
つ
ま
り

電
力
を
消
費
す
る
場
所
で
発
電
し
、

送
配
電
網
を
利
用
し
な
い
と
い
う
の

が
、
電
気
を
一
番
安
く
使
え
る
仕
組

み
な
の
で
す
。
当
社
は
、
地
域
が
自

給
自
足
で
電
力
を
賄
う
新
し
い
電
力

供
給
シ
ス
テ
ム
を
提
供
し
、
地
域
電

力
イ
ン
フ
ラ
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に

挑
戦
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
」（
木
下
社
長
）

安
心
・
安
全
な
電
力
が

安
価
で
手
に
入
る

持
続
可
能
な
社
会
を

太
陽
光
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
立
派
な

資
源
で
あ
る
。“
太
陽
光
発
電
所
”

を
設
置
す
れ
ば
日
々
降
り
注
ぐ
無
限

の
光
を
資
源
に
変
え
る
こ
と
が
で
き

る
た
め
、
地
域
に
埋
蔵
す
る
資
源
と

し
て
活
用
し
な
い
手
は
な
い
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
地

域
電
力
の
供
給
が
実
現
す
れ
ば
、
安

心
・
安
全
な
電
力
が
安
価
で
手
に
入

り
、
そ
れ
は
同
時
に
次
世
代
の
た
め

に
持
続
可
能
な
社
会
を
残
す
責
任
の

遂
行
に
も
な
る
。

イ
ン
リ
ー
ジ
ャ
パ
ン
の
特
徴
は「
商

社
機
能
」
に
あ
り
、
太
陽
電
池
モ
ジ

ュ
ー
ル
を
売
る
だ
け
で
な
く
、
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
の
た
め
に

需
要
を
掘
り
起
こ
す
こ
と
こ
そ
が
仕

事
だ
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。

「
再
エ
ネ
を
普
及
さ
せ
る
に
は
、
業

て
い
る
の
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
に
よ
る
電
力
の
自
給
自
足
を
実
現

し
、
地
域
の
電
力
イ
ン
フ
ラ
を
変
え

て
し
ま
う
こ
と
だ
。
い
わ
ゆ
る
“
分

散
型
電
源
”
と
い
わ
れ
る
も
の
で
、

生
活
や
産
業
に
必
要
な
電
力
を
再
エ

ネ
で
全
て
賄
っ
て
し
ま
う
試
み
だ
。

太
陽
光
発
電
は
夜
間
に
発
電
で
き

な
い
と
い
う
弱
点
が
あ
る
が
、
蓄
電

池
の
進
化
で
導
入
費
用
の
負
担
が
軽

く
な
り
、
電
気
を
貯
め
る
こ
と
が
容

易
に
な
れ
ば
、
夜
間
の
電
気
購
入
の

必
要
も
な
く
な
る
。

「
２
０
２
０
年
に
は
電
力
会
社
の
発

送
電
分
離
が
実
施
さ
れ
る
予
定
で
す

が
、
送
配
電
網
の
使
用
料
に
原
発
の

賠
償
費
用
と
廃
炉
費
用
が
上
乗
せ
さ

れ
ま
す
。
そ
う
な
っ
た
場
合
、
送
配

年
度
は
21
円
／
㌔
㍗
時
）
に
よ
り
造

成
な
ど
の
開
発
費
を
捻
出
す
る
の
は

困
難
と
な
り
、
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
を
建

設
す
る
の
に
適
し
た
用
地
は
枯
渇
し

て
き
て
い
る
。

太
陽
光
発
電
は

オ
ー
ナ
ー
が
も
う
か
る
と
い
う

経
済
性
は
欠
か
せ
な
い

一
方
で
こ
の
“
バ
ブ
ル
”
で
需
要

が
伸
び
た
こ
と
に
よ
り
太
陽
光
発
電

シ
ス
テ
ム
の
設
置
コ
ス
ト
は
こ
の
４

年
間
で
飛
躍
的
に
下
が
り
、
太
陽
光

投
資
は
Ｆ
Ｉ
Ｔ
以
前
の
25
～
30
年
で

投
資
回
収
す
る
モ
デ
ル
か
ら
7
～
10

年
で
投
資
回
収
で
き
る
モ
デ
ル
に
様

変
わ
り
し
た
。
今
後
は
地
方
の
遊
休

地
や
工
場
・
倉
庫
な
ど
の
建
物
の
屋

根
に
、
小
規
模
な
太
陽
光
発
電
所
を

い
か
に
多
く
設
置
し
て
い
く
か
が
勝

界
を
も
っ
と
活
性
化
さ
せ
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。“
仲
間
”
を
増
や
せ
ば

増
や
す
ほ
ど
、
サ
ー
ビ
ス
競
争
が
起

き
て
普
及
は
加
速
し
ま
す
。
今
後
は
、

独
立
し
た
組
織
運
営
が
で
き
る
当
社

の
強
み
を
生
か
し
な
が
ら
、
需
要
を

掘
り
起
こ
す
手
段
と
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持

つ
、
エ
コ
ス
タ
イ
ル
さ
ん
の
よ
う
な

企
業
と
う
ま
く
協
業
し
、
再
エ
ネ
の

普
及
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
」（
山

本
社
長
）

緊
密
で
力
強
い
両
社
の
タ
ッ
グ
は
、

「
持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
」
と
い

う
同
じ
志
を
抱
き
、
今
後
も
新
た
な

需
要
を
発
掘
し
続
け
て
い
く
。

エコスタイル
代表取締役社長

木下 公貴

George
Yamamoto

Masataka
Kinoshita

Part 2
Our

Mission

小規模な太陽光発電所をいかに多く設置して
いくかが、勝負と言う山本社長と木下社長

●次回は、2017年3月4日号Part 3 「Staff Interview」の予定です。

インリー・グリーンエナジージャパン
代表取締役社長

山本 譲司
地域が自給自足で電力を賄う、新しい地域電力イン
フラのイノベーションに挑戦していく

“

インリー・グリーンエナジージャパン
株式会社

TEL : 03-6809-6596
www.yingli.com

〒108-0023
東京都港区芝浦3丁目2番16号
田町イーストビル 7階

問い合わせ先

小
規
模
な
太
陽
光
発
電
で

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
を

進
め
、持
続
可
能
な
社
会
を
実
現

イ
ン
リ
ー
・
グ
リ
ー
ン
エ
ナ
ジ
ー
ジ
ャ
パ
ン
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
、日
本
に
お
け
る
再
エ
ネ
普
及
に

貢
献
す
る
こ
と
だ
。
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
施
工
・
販
売
を
主
力
と
す
る
「
エ
コ
ス
タ
イ
ル
」
の

理
念
と
も
一
致
し
、両
社
は
次
世
代
へ
引
き
継
ぐ
未
来
を
つ
く
る
。

＂地産地消＂
地域電力インフラのイノベーションに挑戦！

電力供給

電力
供給

施工（20年間補償）
メンテナンス

地域電力（PPS） 需要家（消費者）

エコスタイル太陽光
発電所

インリージャパン

協業
モジュール提供

電力
会社

再生可能エネルギー
による電力へ切り替え

自給自足できる
新しい電力供給システム

㌐
㍗
時
以
上
の
電
源
は

確
保
で
き
る
と
考
え
て

い
ま
す
」

さ
ら
に
一
歩
進
ん
で

エ
コ
ス
タ
イ
ル
が
考
え

※販売価格には土地代は含んでいるが、整地代、フェンス代、電力負担金、
土地売買契約時に係る諸経費は含んでいない。金額はすべて税抜き。

70kWを1470万円（土地付き）で
設置した場合のシミュレーション

（2017年度売電価格）       （年間予想発電量）          （1年間の売電収入）

21円/kWh × 77,000kWh ＝ 161.7万円
（1年間の売電収入）                （初期投資費用）           （表面利回り）

161.7万円 ÷ 1,470万円 ＝ 11％
（初期投資費用） （1年間の売電収入） （投資回収年収）

1,470万円 ÷ 161.7万円 ≒ 9.1年

固定買取制度があるので、20 年間で 3243 万円の収入に。
1470 万円で設置しても 2000 万円近くの利益になる。

◦太陽光発電事業
ファンド募集

◦PPS
バックオフィス業務請負

20年間の売電収入
（1年間の売電収入）

161.7万円 × 20年間 ≒ 3,234万円

電力供給
送配電網
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